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第29号 

聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成１８年１１月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・平成18年度
卒業式、卒園式が挙行

・地球温暖化対策
「チーム・マイナス6%」に参加

・同窓会年間行事予定のご案内
・健康コラム Vol.1

学習のスタートは朝食から
・全国保育士養成協議会関東ブロック協議会
第20回 学生研究発表会

幼児教育専門学校
・全国中学校スキー大会、インターハイ・
国体、ジュニアオリンピック出場

附属中学校・高等学校
・わくわくショートテニス教室

附属小学校
・お別れ遠足

附属浦安幼稚園
・平成19年度

シリーズコンサート予定表

院（
十
五
日
・
十
六
日
）、
短
期
大

学
部（
十
七
日
）、
三
田
幼
稚
園

（
十
八
日
）、
多
摩
中
央
幼
稚
園

（
十
九
日
）、
八
王
子
中
央
幼
稚

園（
二
十
日
）と
各
学
校
に
お
い

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
四
十
周
年
を
迎
え
た
附

属
幼
稚
園
で
は
、
第
四
十
一
回

と
な
る
卒
園
式
が
挙
行
さ
れ
、
入

園
当
初
か
ら
大
き
く
成
長
し
た

百
三
十
二
名
の
園
児
た
ち
が
晴

れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で
式
に
臨

み
ま
し
た
。
式
で
は
、
川
並
弘
昭

理
事
長
・
学
園
長
先
生
が
「
入
園

当
初
は
恥
か
し
が
っ
て
『
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
を
言
え

な
か
っ
た
皆
さ
ん
が
、
今
日
、
卒

業
証
書
を
も
ら
う
時
に
は
、
は
き

は
き
と
返
事
が
で
き
て
い
る
様
子

を
見
て
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

小
学
生
に
な
っ
て
も
、
先
生
や
お

友
達
に
は
き
は
き
と
挨
拶
で
き
る

子
ど
も
で
い
て
欲
し
い
。」と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
る
よ
う

に
、
卒
園
児
は
元
気
い
っ
ぱ
い

に
歌
を
う
た
う
な
ど
、
四
月
か

ら
の
小
学
校
生
活
を
前
に
頼
も

し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

各
学
校
の
卒
業
生
の
人
数
の

内
訳
は
大
学
院
八
十
一
名
、
大

学
千
二
百
二
十
七
名
、
短
期
大

学
部
六
百
八
十
四
名
、
専
攻
科

十
九
名
、
専
門
学
校
百
二
十
九

名
、
高
等
学
校
四
百
六
十
九
名
、

中
学
校
九
十
九
名
、
小
学
校
八

十
四
名
、
幼
稚
園
六
百
六
十
一

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
卒
業
生
合
計
三
千
三

百
五
十
四
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
胸
に
新
た
な
活
躍
の
場

へ
と
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

三
月
七
日（
水
）に
挙
行
さ
れ

た
附
属
中
学
・
高
等
学
校
の
卒
業

式
に
始
ま
り
、
聖
徳
中
学
・
高
等

学
校（
八
日
）、
附
属
小
学
校（
九

日
）、専
門
学
校（
十
一
日
）、附
属

幼
稚
園（
十
二
日
）、
附
属
第
二

幼
稚
園（
十
三
日
）、
附
属
浦
安

幼
稚
園（
十
四
日
）、
附
属
第
三

幼
稚
園（
十
五
日
）、
大
学
・
大
学
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聖徳大学・聖徳大学短期大学部は、以前より他校に先駆けて全館ビルマネジ
メントシステムによる熱源電源の適正管理、中水（雨水・雑排水を浄化処理した
再生水）利用システム、人感センサーの導入などエコキャンパスとして省エネ
を推進する様々な取り組みを行ってまいりました。そうした中、平成１５年１１月
には教育機関では日本で初めてＩＳＯ９００１、１４００１マネジメントシステムを同時
認証取得いたしました。

そして、この度、「チーム・マイナス６％」という地球温暖化対策のため政府が
推進する国民的プロジェクトに賛同し、参加することにいたしました。

深刻な問題となっている地球温暖化の解決のために世界が協力して作った京
都議定書が、平成１７年２月１６日に発効しました。世界に約束した日本の目標は、
温室効果ガス排出量６％の削減で、これを実現するためのプロジェクトが「チー
ム・マイナス６％」と呼ばれるものです。

本学では「チーム・マイナス６％」が設定したＣＯ２削減のため、次の６つのアク
ションプランに基づき様々な環境マネジメントシステムの活動を推進してまい
ります。
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■
附
属
高
校

聖
徳
大
学
、
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
、
千
葉
大
学
、
筑
波
大
学
、
慶
應

義
塾
大
学
、早
稲
田
大
学
、上
智
大

学
、国
際
基
督
教
大
学
、青
山
学
院

大
学
、
学
習
院
大
学
、
立
教
大
学
、

津
田
塾
大
学
、東
京
女
子
大
学
、東

京
女
子
医
科
大
学
、
東
京
理
科
大

学
、日
本
女
子
大
学
、
明
治
大
学
、

中
央
大
学
、成
蹊
大
学
、成
城
大
学
、

法
政
大
学
、共
立
薬
科
大
学

他
、多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
聖
徳
高
校

聖
徳
大
学
、茨
城
大
学
、國
學
院
大

学
、
駒
澤
大
学
、
桜
美
林
大
学
、
順

天
堂
大
学
、昭
和
音
楽
大
学
、仙
台

大
学
、
拓
殖
大
学
、
玉
川
大
学
、
東

京
理
科
大
学
、神
田
外
語
大
学
、明

治
学
院
大
学
、、
獨
協
大
学
、
東
洋

大
学
、二
松
学
舎
大
学
、日
本
大
学
、

日
本
体
育
大
学
、法
政
大
学
、武
蔵

野
音
楽
大
学
、麗
澤
大
学

他
、多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
附
属
小
学
校

●
男
子

市
川
中
学
校
、
江
戸
川
学
園
取
手

中
学
校
、学
習
院
中
等
科
、暁
星
中

学
校
、芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
校
、

昭
和
学
院
秀
英
中
学
校
、
巣
鴨
中

学
校
、
東
邦
大
学
付
属
東
邦
中
学

校
、本
郷
中
学
校
、早
稲
田
中
学
校

他
、多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

●
女
子

聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
、
市
川
中

学
校
、浦
和
明
の
星
女
子
中
学
校
、

江
戸
川
学
園
取
手
中
学
校
、
江
戸

川
女
子
中
学
校
、
春
日
部
共
栄
中

学
校
、芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
校
、

頌
栄
女
子
学
院
中
学
校
、
獨
協
埼

玉
中
学
校
、麗
澤
中
学
校

他
、多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
附
属
四
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、
成
田
高

等
学
校
付
属
小
学
校
、
国
本
小
学

校
、光
塩
女
子
学
院
初
等
科
、昭
和

学
院
小
学
校
、
国
府
台
女
子
学
院

小
学
部
、日
出
学
園
小
学
校
、立
教

小
学
校
、
川
村
小
学
校
、LIL

A
C

SC
H
O
O
L

、S
IN
TE
R
N
A
TIO
-

N
A
L
SCH
O
O
L

他
、多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
三
田
三
園

筑
波
大
学
附
属
小
学
校
、
立
教
小

学
校
、成
蹊
小
学
校
、ト
キ
ワ
松
学

園
小
学
校
、
昭
和
女
子
大
附
属
昭

和
小
学
校
、
東
洋
英
和
女
学
院
小

学
部
、東
京
創
価
小
学
校
、東
京
女

学
館
小
学
校
、桐
蔭
学
園
小
学
部
、

森
村
学
園
初
等
部
、
桐
光
学
園
小

学
校
、カ
リ
タ
ス
小
学
校
、明
星
小

学
校
、桐
朋
学
園
小
学
校
、国
立
音

楽
大
学
附
属
小
学
校
、
成
城
学
園

初
等
学
校

他
、多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。
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本
年
も
、
本
学
園
の
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
で
新
し
い

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
尚
、
誌
面
の
都
合
上
、
一
部
の
み

の
ご
紹
介
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

地球温暖化対策
「チーム・マイナス6％」に参加
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平
成
十
八
年
度

①温度調節で減らそう（クールビズ・ウォームビズで対応）
②水道の使い方で減らそう（節水と中水利用）
③自動車の使い方で減らそう（エコドライブの実施・ハイブリッドカーの使用）
④商品の選び方で減らそう（グリーン購入）
⑤買い物とごみで減らそう（必要最低限の梱包促進）
⑥電気の使い方で減らそう（こまめな電源オフ）

チーム・マイナス6%ウェブサイト http://www.team-6.jp
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社
団
法
人
日
本
フ
ー
ド
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
の
設
立
総
会

が
、
二
月
十
三
日（
火
）に
開
催

さ
れ
、
川
並
弘
昭
理
事
長
・
学
園

長
先
生
が
同
協
会
の
設
立
発
起

人
代
表
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
専
務
理
事
に
本
学
人
間

栄
養
学
科
教
授
の
飯
野
久
栄
先

生
、
監
事
に
本
学
名
誉
教
授
の

西
村
昂
三
先
生
が
選
任
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
協
会
は
、
平

成
八
年
十
二
月
に
本
学

園
が
主
体
と
な
っ
て
創

立
さ
れ
ま
し
た
。当
初
、

本
学
短
期
大
学
部
一
校

だ
っ
た
加
盟
校
も
、
現

在
は
大
学
六
十
六
校
、

短
期
大
学
百
二
校
の
計

百
六
十
八
校
、
個
人
会

員
は
約
七
百
名
に
な
っ

て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
か
ら

の
社
団
法
人
設
立
の

認
可
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
今

回
の
設
立
総
会
で
、
会
長
に
は

社
団
法
人
農
林
水
産
先
端
技
術

振
興
セ
ン
タ
ー
の
岩
元
睦
夫
先

生
、
副
会
長
に
は
学
校
法
人
彰

栄
学
園
の
林
淳
三
先
生
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
本
学
園
も
同
協

会
を
通
じ
て
、
昨
今
叫
ば
れ
て

い
る「
食
育
」や
食
の
安
全
の
向

上
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

朝
食
は
、
七
〜
八
時
間
の
睡

眠
を
と
っ
た
後
に
摂
取
す
る
食

事
で
す
。
睡
眠
中
は
大
脳
や
筋

肉
を
使
う
機
能
は
休
ん
で
い
ま

す
が
、
全
身
の
細
胞
は
内
部
で

比
較
的
活
発
な
新
陳
代
謝
を
営

ん
で
い
ま
す
。

◆
朝
食
は
大
脳
へ
の
ア
ク
セ
ル

の
役
目
で
す
。

睡
眠
中
の
新
陳
代
謝
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
は
、
三
〇
〇
〜
五
〇
〇
Kcal

す
な
わ
ち
一
食
分
に
相
当
す
る

程
度
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

朝
食
は
、
睡
眠
に
よ
っ
て
低
下

し
た
体
温
を
高
め
、
脳
や
体
を

刺
激
す
る
役
目
を
果
た
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
朝
食
は
一
日
の
活
動

に
対
す
る
ア
ク
セ
ル
な
の
で
す
。

◆
朝
食
抜
き
の
デ
メ
リ
ッ
ト

朝
食
を
摂
ら
な
い
と
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
な
る
血
液
中
の
ブ

ド
ウ
糖
が
不
足
し
、
脳
の
働
き
が

鈍
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
集

中
力
が
欠
如
し
た
り
、
ぼ
う
っ

と
し
て
学
習
に
も
悪
い
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
本
校
の
中
学
生

と
高
校
生
が
、
内
科
的
主
訴
で

保
健
室
に
来
室
し
た
中
で
〝
朝

食
を
摂
っ
て
い
な
い
〞は〈
表
１
〉

の
通
り
で
し
た
。
主
訴
は
、「
気

持
が
悪
い
」「
だ
る
い
」
が
ほ
と

ん
ど
で
、
元
気
が
な
く
表
情
が

乏
し
い
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。

又
、
食
べ
て
い
な
い
理
由
と
し
て

は
、「
ほ
し
く
な
い
」「
時
間
が
な
い
」

「
い
つ
も
食
べ
て
い
な
い
」
な
ど

で
し
た
。
こ
れ
は
心
身
共
に
成

長
段
階
で
あ
る
生
徒
に
は
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、〝
朝

食
を
摂
ら
な
い
〞〝
一
度
に
大
量

の
食
事
を
摂
る
〞な
ど
の
不
規

則
な
生
活
を
続
け
て
い
る
と
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
上
昇
し

て
肥
満
に
な
り
や
す
く
生
活
習

慣
病
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

◆
健
康
的
に
朝
食
を
摂
る
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う

朝
食
に
は
、
速
や
か
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
体
に
補
給
し
て
く
れ

る
炭
水
化
物（
糖
質
）が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
体
温
を
上

昇
さ
せ
る
蛋
白
質
を
一
緒
に
摂

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、

朝
は
一
日
の
ス
タ
ー
ト
で
す
か
ら
、

脂
肪（
脂
質
）分
を
含
ん
だ
食
事

を
摂
っ
て
も
肥
満
の
原
因
に
な

り
ま
せ
ん
。
脂
肪
は
ゆ
っ
く
り

吸
収
さ
れ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

分
解
さ
れ
る
の
で
、
日
中
の
活

動
の
た
め
の
大
切
な
ス
タ
ミ
ナ

源
に
な
り
ま
す
。
朝
食
を
摂
る

こ
と
は
、
一
日
の
生
活
の
リ
ズ

ム
が
整
い
健
康
的
な
生
活
に
つ

な
が
り
ま
す
。

川
並
理
事
長
・
学
園
長
が

設
立
発
起
人
代
表
に
就
任

社
団
法
人

日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会

設
立
総
会

設立発起人代表に就任した川並理事長・学長先生（中央）

聖徳大学の照明が国際照明デザイン賞受賞
―世界的照明デザイナー 石井 幹子氏のデザイン―
聖徳大学松戸キャンパスの照明が、この度、北米照明学会

（IESNA、1906年創立、本部ニューヨーク）が主催する「国際
照明デザイン賞（International Illumination Design Award）」
を受賞いたしました。

国際照明デザイン賞は1973年に創設され、毎年、アメリカ、カナダ
等を中心に世界各国から1000作品を越える応募作品の中から、建築
や周囲の環境に相応しいコンセプト、美的・機能的なデザインなどの
観点から審査を行い、優れたデザイン照明を選定するものです。
この度、受賞作品に選ばれた松戸キャンパスの照明には、キャンパ
ス全体を照らすライトアップなどと松戸駅前の聖徳大学10号館頂部
の光の演出とがあり、これらの照明デザインは本学が「優れた人材の
育成は、最良の教育環境から」のコンセプトのもと、学園全体のキャ
ンパスの所々に配している芸術作品の一部となっています。
また、デザインはレインボーブリッジや姫路城など数々のライト
アップを手がけられた世界的照明デザイナーである石井幹子氏によ
るもので、石井氏は2月28日（水）、受賞報告のため、本学をご訪問く
ださいました。（写真右。左は川並理事長・学園長先生）

中学校
1年 2年 3年

4月
5月
6月
7月
9月
10月
11月
12月

15.6% 13.3% 29.4%

5.8% 10.5% 20.0%

19.2% 3.4% 20.0%

12.5% 11.8% 15.4%

8.9% 18.3% 3.7%

3.3% 8.0% 4.1%

15.2% 15.7% 17.0%

4.0% 19.4% 4.3%

高校生
1年 2年 3年
5.9% 18.2% 2.9%

12.2% 14.3% 8.3%

10.5% 11.0% 9.9%

4.5% 8.7% 15.7%

8.1% 9.4% 6.0%

9.1% 9.3% 10.0%

17.5% 13.5% 11.4%

12.2% 5.0% 9.4%

学年
月

〈表1〉内科的主訴で保健室に来客した生徒の
“朝食を食べていない”状況（H18年4～12月）

学
習
の
ス
タ
ー
ト
は

朝
食
か
ら

聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

元
看
護
師

宮
i

富
喜
子

Vol.1

二
月
十
日（
土
）、
聖
徳
大
学

児
童
学
研
究
所
主
催
第
一
回

「
子
ど
も
の
発
達
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
〇
歳
か
ら
三
歳
ま

で
の
乳
幼
児
早
期
の
発
達
に
つ

い
て
、「
今
、
大
人
は
子
ど
も
に

何
を
し
て
や
れ
る
の
か
―

乳
幼

児
の
発
達
に
つ
い
て
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
三
人
の
先
生
を

お
招
き
い
た
し
ま
し
た
。

出
口
貴
美
子
先
生（
出
口
小

児
科
医
院
長
）か
ら
は
、「
三
つ

子
の
魂
百
ま
で
も
―

そ
の
三
つ

子
の
脳
が
で
き
る
ま
で
」、

村
山
隆
志
先
生（
前
Ｊ
Ｒ

東
京
総
合
病
院
小
児
科
部

長
）（
写
真
）か
ら
は
、「
人
の

一
生
は
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
決
ま
っ
て
い
る
の
か
」、

鈴
木
延
夫
先
生（
前
北
海

道
大
学
文
学
部
行
動
科
学

科
助
教
授
）か
ら
は
、「
動

物
界
の
親
子
認
知
と
そ
の

破
綻
」
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
小
中

学
校
や
幼
稚
園
の
先
生
、
保
育

士
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
様
々

な
分
野
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
内
容
も
大
変
好

評
で
、
今
後
も
「
子
ど
も
の
発

達
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
続
け
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
は
「
幼
児
期
の
発
達
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
す
る
予

定
で
す
。

第
一
回

「
子
ど
も
の
発
達
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

児
童
学
研
究
所

公
開
学
術
講
演
会

言
語
文
化
研
究
所

同
窓
会
連
合
会

（
第
四
回
評
議
員
会
）

聖
徳
学
園

▼
平
成
１９
年
６
月
２
日（
土
）

香
　
和
　
会

大
学
院

大
　
学

短
　
大

▼
未
定（
詳
細
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
）

聖
　
和
　
会

大
学
院
通
信

大
学
通
信

短
大
通
信

七
月
に
聖
和
会
役
員
・
支
部
長
研

修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ひ
　
じ
　
り
　
会

専
門
学
校

▼
平
成
１９
年
８
月
２６
日（
日
）

内
容
は
、
リ
ズ
ム
講
習
会（
運
動
会

を
主
体
と
し
た
リ
ズ
ム
遊
び
）で
す
。

ま
た
、
同
月
に
は
ひ
じ
り
会
研
修
旅

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

備考

爽
　
和
　
会

附
属
中
・
高

▼
未
定（
詳
細
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
）

聖
　
朋

会

聖
徳
中
・
高

▼
平
成
１９
年
６
月
１６
日（
土
）

秋
　
和
　
会

附
属
小

▼

未
　
　
定

か
　
を
　
り
　
会

附
属
幼

▼
平
成
１９
年
６
月
１６
日（
土
）

菊
　
水
　
会

第
二
幼

▼
平
成
１９
年
６
月
２
日（
土
）

す
　
な
　
お
　
会

第
三
幼

▼
平
成
１９
年
６
月
３０
日（
土
）

知
　
水
　
会

浦
安
幼

▼
平
成
１９
年
６
月
９
日（
土
）

な
　
ご
　
み
　
会

三
田
幼

▼
平
成
１９
年
５
月
１９
日（
土
）

わ
　
か
　
ば
　
会

八
王
子
幼

▼
平
成
１９
年
６
月
２
日（
土
）

和
　
香
　
竹
　
会

多
摩
幼

▼
平
成
１９
年
６
月
１６
日（
土
）

二
月
十
八
日（
日
）、
聖
徳
大

学
言
語
文
化
研
究
所
主
催
公
開

学
術
講
演
会
「
舞
と
学
―

シ
ル

ク
ロ
ー
ド
か
ら
日
本
へ
―
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
イ
グ
ル
の
民
族
衣
装
を
身

に
ま
と
っ
て
、
奏
楽
堂
の
ス
テ

ー
ジ
に
立
っ
て
自
ら
舞
い
、
楽

器
を
演
奏
し
た
中
国
新
疆
芸
術

学
院
教
師
二
名
は
、
次
の
よ
う

な
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
一
般
に
は
舞
踏
を
見
せ
楽
器

演
奏
を
聞
か
せ
て
、
そ
の
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
さ
で
観
客
を
喜
ば
せ

る
だ
け
。
今
回
の
よ
う
に
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
舞
と
楽
が
日
本
に

ど
う
影
響
し
た
か
を
、
組
織
的

に
考
え
る
企
画
に
参
加
し
た
の

は
初
め
て
で
す
」

ウ
イ
グ
ル
の
弦
楽
器
に
天
平

の
音
を
聴
き
、
胡
旋
舞
に
能
楽

の
舞
の
ル
ー
ツ
を
見
ま
し
た
。

確
か
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
舞
楽

は
日
本
の
舞
楽
の
ル
ー
ツ
を
な

し
ま
す
。
そ
の
関
係
を
「
楽
」
の

面
か
ら
は
、
音
楽
文
化
学
科
の

村
井
満
恵
助
教
授（
写
真
）が
懇

切
丁
寧
に
資
料
を
使
っ
て
話

し
、「
舞
」
の
面
は
山
口
博
研
究

所
長
が
自
ら
舞
っ
て
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
平
成
十
八
年
度
最
後
の
研

究
所
企
画
は
、
華
や
か
な
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「
舞
と
楽
―

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
日
本
へ
―

」

―世界的照明デザイナー 石井 幹子氏のデザイン―

URL：http://www.seitoku.jp/gakuen/topics/pub/pub.html#45

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

今
年
度
も
、
各
同
窓
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

各
同
窓
会
の
詳
細
は
個
別
に
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
年
間
行
事
予
定
の

ご
案
内
―

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
―

健康コラム

詳
細
は
、
６
月
１
日
発
行
の

本
誌
に
掲
載
予
定

詳
細
は
、
８
月
１
日
発
行
の

本
誌
に
掲
載
予
定
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合
学
習
の
時
間
に
地
域
住
民
と
ど
の

よ
う
に
交
わ
る
か
、
と
い
う
発
想
や
企

画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う

い
う
場
面
に
自
ら
進
ん
で
取
り
組
め

る
人
材
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
福
留
先
生
】
学
科
発
足
二
年
目
を
迎

え
、
こ
れ
か
ら
地
域
で
の
体
験
学
習
が

増
え
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
概
論
」
や
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
論
」
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
か
ら
実
践
ま
で
の

方
法
論
な
ど
を
学
び
ま
す
。
授
業
で
計

画
を
立
て
て
、
地
域
で
や
っ
て
み
る
。

こ
の
繰
り
返
し
で
得
た
企
画
力
、
イ
ベ

ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
験
が
、
社
会

に
出
た
時
に
必
ず
生
き
て
き
ま
す
。
ま

た
、
地
域
と
の
連
携
も
具
体
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
昨
年
十
一
月
に
発
足
し
た

「
聖
徳
ピ
ー
シ
ー
ズ
」
で
は
、
松
戸
市

及
び
松
戸
市
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

【
長
江
先
生
】「
地
域
特
別
講
義
」
で
は

今
後
、
子
ど
も
向
け
に
松
戸
ブ
ラ
ン
ド

の
食
材
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
一
般
の
食
品

商
店
、
お
母
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
、
学

生
が
融
合
的
に
つ
な
が
っ
て
、
実
験
的

に
お
菓
子
を
作
っ
て
み
る
。
そ
れ
を
お

母
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
に
試
食
し
て
も

ら
っ
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
改
良
し

て
い
け
ば
、
商
品
化
で
き
る
か
、
と
い

う
こ
と
を
体
験
学
習
と
し
て
学
生
に

考
え
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
は
子
育
て

【
鬼
島
先
生
】
本
学
科
は
生
涯
学
習
を

体
系
的
に
学
ぶ
学
科
で
、
他
大
学
に

は
あ
ま
り
例
の
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
学

科
で
す
。
本
学
科
は
「
生
涯
教
育
」
と

「
文
化
活
動
」
と
い
う
二
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
が
融
合
し
た
学
科
で
す
。

【
福
留
先
生
】
例
え
ば
、
地
域
の
お
祭

な
ど
学
生
た
ち
が
こ
れ
ま
で
何
気
な

い
日
常
で
経
験
す
る
地
域
活
動
に
つ

い
て
、
本
学
科
で
は
体
系
的
に
学
び
、

研
究
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地

域
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
学
科
で
あ

り
、
学
問
で
す
。

【
長
江
先
生
】
本
学
科
に
は
、
生
涯
教

育
に
幅
広
い
理
解
を
持
つ
教
員
を
養

成
す
る
側
面
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
二
十
一
世
紀
型
の
社
会
に
理
解
の

あ
る
人
材
育
成
と
い
う
二
つ
の
側
面

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
企
画

な
ど
を
含
め
て
、
机
上
の
空
論
で
は
な

く
、
実
際
に
体
験
す
る
中
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
多
い
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

体
験
型
の
学
問
で
あ
り
、
学
科
で
す
。

【
鬼
島
先
生
】
人
は
経
験
に
よ
っ
て
成

長
し
て
い
き
ま
す
が
、
本
学
科
で
は

「
ま
ち
づ
く
り
」「
ま
ち
お
こ
し
」
と
い

う
体
験
を
通
じ
て
、
企
画
力
、
実
行
力

な
ど
を
育
成
す
る
事
を
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
す
。

【
福
留
先
生
】
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
市

民
が
地
域
に
ど
う
か
か
わ
る
か
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
本
学

科
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

様
々
な
形
で
、
地
域
の
文
化
振
興
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
通
じ
て
、
地
域
を
元
気

に
す
る
指
導
者
の
役
割
を
担
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
授

業
の
中
で
企
画
し
た
い
く
つ
も
の
イ

ベ
ン
ト
を
、
実
際
に
う
ま
く
い
く
か
ど
う

か
や
っ
て
み
る
と
い
う
体
験
的
学
習

を
行
い
、
結
果
と
し
て
、
地
域
か
ら
多

く
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
成
功

を
収
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
松
戸
市

の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
過

去
五
年
間
、
学
生
が
参
画
し
て
い
ま
す
。

【
長
江
先
生
】
学
生
た
ち
は
忙
し
く
、

自
分
が
住
ん
で
い
た
り
、
こ
れ
か
ら
社

会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
で
あ
ろ

う
フ
ィ
ー
ル
ド
に
普
段
は
目
が
行
か
な

い
の
が
現
状
で
す
。
本
学
科
で
は
そ
の

地
域
を
幸
せ
に
で
き
る
仕
掛
け
が
作

れ
、
一
緒
に
幸
せ
に
な
れ
る
人
材
を
育

て
ま
す
。
生
涯
学
習
の
知
識
を
も
つ
小

学
校
や
中
学
校
の
教
員
で
あ
れ
ば
、
総

支
援
社
会
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
の
事

業
の
一
環
で
も
あ
り
ま
す
。

【
長
江
先
生
】
好
奇
心
旺
盛
に
、
学
生

時
代
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
得
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
大
学
内
で
年
間
六
十

回
ほ
ど
開
か
れ
る
シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
を
す
べ
て
聴
き
活
用
し
て
、
世
界
有

数
の
音
楽
に
触
れ
、
熱
心
に
感
性
を
磨

い
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

【
鬼
島
先
生
】
本
学
科
は
幅
広
い
範
囲

の
教
育
内
容
・
研
究
内
容
を
も
っ
て
い

る
の
で
、
学
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
学

べ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
積
極
性
を
身
に
付
け
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
福
留
先
生
】
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
の
方

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

幸
い
、
本
学
科
の
学
生
の
学
習
の
場
で

あ
る
大
学
十
号
館
で
は
生
涯
学
習
講

座
が
開
か
れ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
年

齢
層
の
方
が
お
越
し
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
十
号
館
に
あ
る
生
涯
学
習
研
究
所

の
研
究
事
業
に
は
、
で
き
る
限
り
本
学

科
の
学
生
も
関
わ
っ
て
、
参
加
者
へ
の

対
応
な
ど
経
験
し
て
い
ま
す
。

【
福
留
先
生
】
教
育
基
本
法
の
中
に
、

生
涯
学
習
が
柱
と
し
て
組
み
込
ま
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
国
全
体
で
生

涯
学
習
へ
の
気
運
は
さ
ら
に
高
ま
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
学
生
に
は
こ
の
機

会
を
し
っ
か
り
捉
え
て
、
生
涯
学
習
に

つ
い
て
広
く
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

【
長
江
先
生
】
生
涯
学
習
の
豊
富
な
現

場
経
験
、
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
本
学

科
の
教
員
の
大
き
な
強
み
で
す
。
私
た

ち
と
一
緒
に
学
ぶ
四
年
間
で
、
自
分
を

伸
ば
し
た
い
と
い
う
学
生
に
是
非
来

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
鬼
島
先
生
】
本
学
科
で
は
、
社
会
教

育
主
事（
任
用
資
格
）を
は
じ
め
、
幼
・

小
・
中
・
高
の
教
員
免
許
な
ど
様
々
な

資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。
在
学
生
に

も
、
こ
れ
か
ら
本
学
科
で
学
ぶ
学
生
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

発
足
二
年
目
を
迎
え
た
生
涯
教
育
文
化
学
科
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

世
代
を
越
え
て
地
域
と
か
か
わ
り
、
地
域
社
会
を
元
気
に
す
る
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
は
社
会
的
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
生
涯
教
育
文
化
学
科
の
先
生
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

生
涯
教
育
文
化
学
科

学
科
長

鬼
島
　
康
宏
先
生

教
　
授

福
留
　
　
強
先
生

教
　
授

長
江
　
曜
子
先
生

生
涯
教
育
文
化
学
科

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

地
域
社
会
を

元
気
に
す
る鬼島康宏先生

人
材
育
成

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

①

学
科
の
特
色
は
？

②

目
指
す
学
生
像
は
？

③
特
長
的
な
授
業
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

④
学
生
生
活
に
お
い
て
、
知
識
・

ス
キ
ル
以
外
に
何
を
身
に

つ
け
て
欲
し
い
で
す
か
？

⑤
在
学
生
や
こ
れ
か
ら
生
涯
教

育
文
化
学
科
を
目
指
す
学
生

に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

長江曜子先生

福留強先生

二
月
十
三
日（
火
）か
ら
二
月
二

十
四
日（
土
）ま
で
の
十
二
日
間
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
は
、
社
会

福
祉
学
科
に
と
っ
て
初
め
て
の
海

外
研
修
旅
行
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
放
牧
地

が
広
が
る
自
然
豊
か
な
緑
の
多
い

国
で
し
た
。羊
や
牛
が
大
地
を
悠
然

と
踏
み
し
め
る
姿
は
、と
て
も
の
ど

か
で
安
ら
ぎ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
二
月
十
七
日（
土
）か

ら
二
月
十
九
日（
月
）ま
で
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
私
が
行
っ

た
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、
ご
夫
婦

だ
け
の
家
庭
で
し
た
。
そ
の
家
庭
の

敷
地
は
専
用
の
車
で
移
動
す
る
ほ

ど
広
く
、
そ
こ
で
は
七
十
頭
の
牛
と

三
匹
の
羊
と
二
羽
の
ウ
サ
ギ
、
鶏
、

犬
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
が
い
ま

し
た
。
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
中
は
、
牛

の
移
動
の
手
伝
い
や
飼
っ
て
い
る

動
物
へ
餌
を
あ
げ
た
り
、
ヤ
ギ
の
乳

搾
り
体
験
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
三

日
間
と
い
う
短
い
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
生

活
を
少
し
体
験
で
き
ま
し
た
。
フ
ァ

ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
は
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
の
別
れ
が
寂
し
く
、
涙

の
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
の
主
な
目
的
は
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
福
祉
を
見
て

く
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
六
軒
の
福

祉
施
設
を
回
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要

と
し
て
い
る
人
中
心
の
福
祉
施
設

や
温
泉
療
法
を
中
心
に
行
っ
て
い

る
施
設
で
す
。
そ
こ
で
感
じ
た
こ
と

は
、
椅
子
か
ら
ベ
ッ
ド
に
、
ベ
ッ
ド

か
ら
車
椅
子
に
移
動
さ
せ
る
と
き
、

日
本
で
は
人
の
力
で
行
い
ま
す
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
機
械
を
使
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
違
い
は
、
介
護

す
る
側
の
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
腰

痛
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
施
設

の
部
屋
に
も
自
分
の
空
間
が
あ
り
、

自
分
の
思
う
よ
う
に
部
屋
を
装
飾

し
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
車
椅
子
の

ま
ま
ど
こ
へ
で
も
移
動
が
で
き
る

よ
う
に
お
風
呂
や
ト
イ
レ
が
広
く

造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
介
護
を
必
要
と
し
て
い
な

い
人
が
入
る
マ
ン
シ
ョ
ン
型
の
施

設
や
一
軒
家
に
な
っ
て
い
る
施
設

を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
施

設
は
今
日
と
て
も
人
気
が
あ
り
、
す

ぐ
に
す
べ
て
の
部
屋
が
売
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
で
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

人
々
は
両
親
と
同
居
す
る
習
慣
が

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
施
設
に
入
り
、
施
設
内
に
暮
ら

し
て
い
る
人
々
と
交
流
を
持
ち
つ

つ
自
分
の
暮
ら
し
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
が
魅
力
の
一
つ
で
す
。

最
後
に
、
昔
病
院
だ
っ
た
建
物
を

改
築
し
て
使
用
し
て
い
る
老
人
ホ
ー

ム
、
昔
ビ
ー
ル
工
場
だ
っ
た
建
物
を

改
造
し
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て

使
用
し
て
い
る
施
設
を
見
学
し
ま

し
た
。
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
、
革

製
品
を
作
る
人
や
絵
を
描
く
人
、
陶

芸
を
す
る
人
な
ど
、
自
分
が
や
り
た

い
こ
と
を
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
、
昔
使
っ

て
い
た
建
物
を
壊
し
、
新
し
い
建
物

を
建
て
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
建
物

を
改
築
し
て
使
っ
て
い
る
施
設
が

多
く
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
施
設
で
出
会
っ
た

人
々
は
生
き
生
き
し
て
お
り
、
挨
拶

を
す
る
と
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
た

り
、
向
こ
う
か
ら
話
し
か
け
て
き
た

り
と
、と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
福
祉
の
よ

さ
を
自
分
の
目
で
見
て
、
肌
で
感
じ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、日
本
と
は
違
っ
た

よ
さ
を
感
じ
、
自
分
た
ち
が
目
指
す

福
祉
を
深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
二
月
五
日（
月
）

〜
八
日（
木
）ま
で
児
童
学
科

小
幼
・
幼
保
コ
ー
ス
卒
業
作
品

展
を
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
六
階

ゼ
ミ
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
作
品
展
に
は
百
人
以

上
の
入
場
が
あ
り
、
児
童
学
科

の
後
輩
が
熱
心
に
作
品
を
閲
覧

し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

四
年
間
児
童
学
科
で
勉
強
し

た
事
の
集
大
成
で
あ
る
力
作
揃

い
の
作
品
の
中
か
ら
、
今
回
は

二
人
の
学
生
に
作
品
に
つ
い
て

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

４
Ｈ
　
岸
谷
　
実
希
さ
ん

『
し
か
け
絵
本
』
を
制
作
す
る
過

程
に
は
学
ぶ
事
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

『
し
か
け
絵
本
』
は
、
思
っ
て
い

た
よ
り
も
奥
が
深
く
、
実
際
に
作

っ
て
み
る
と
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
表

現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
考
え
る

こ
と
と
実
際
に
作
る
こ
と
で
は
違

う
事
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
特

に
、
人
の
動
き
を
表
現
し
よ
う
と

し
た
場
面
で
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が

浮
ば
ず
苦
労
し
ま
し
た
。
指
導
教

員
の
先
生
方
に
何
度
も
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
な
ん
と
か
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
実
践
研
究
と
し
て
幼
児

に
、『
し
か
け
』を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

そ
の
幼
児
の
反
応
を
卒
業
制
作
に

取
り
入
れ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

卒
業
制
作
を
通
じ
て
様
々
な
体

験
を
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
と

て
も
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

４
Ｃ
　
高
杉
　
優
子
さ
ん

私
は
『
ホ
イ
ッ
プ
ね
ん
ど
』
を
使

い
、
ネ
ズ
ミ
が
主
人
公
の
絵
本
制

作
を
し
ま
し
た
。
初
め
て
『
ホ
イ
ッ

プ
ね
ん
ど
』
を
使
っ
て
絵
を
描
い

た
時
は
、
指
を
使
っ
て
描
く
粘
土

が
、
伸
び
た
り
、
乾
い
た
り
し
た
時

の
凹
凸
感
に
手
触
り
の
面
白
さ
を

覚
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
次
第
に

「
一
番
適
し
て
い
る
紙
は
何
か
？
」

「
ネ
ズ
ミ
を
立
体
的
に
見
せ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
？
」
と
い

う
課
題
で
行
き
詰
ま
り
、
試
行
錯

誤
し
た
結
果
、
今
回
の
作
品
が
完

成
し
ま
し
た
。

卒
業
制
作
の
機
会
に
『
ホ
イ
ッ

プ
ね
ん
ど
』
と
い
う
教
材
に
出
会

え
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
制
作
の

完
成
を
前
に
、
幼
稚
園
の
園
児
た

ち
に
実
践
さ
せ
て
頂
い
た
時
は
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
先
生

に
も
大
好
評
で
し
た
。
制
作
す
る

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
学
校

や
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
生
に
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
『
ホ
イ
ッ
プ

ね
ん
ど
』
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
保
育
の
現
場
で
も

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

卒
業
作
品
展
を
開
催

児
童
学
科

小
学
校
教
員
・
幼
稚
園
教
員
コ
ー
ス

幼
稚
園
教
員
・
保
育
士
養
成
コ
ー
ス

卒
業
作
品
展
を
開
催

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
旅
行

海外研修報告

根
本
　
祐
貴
菜
さ
ん

社
会
福
祉
学
科
　
２
年
Ａ
組

右から2人目が根本さん
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フ
ジ
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

を
皮
切
り
に
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
は
東
京
１２
ch
の
テ

レ
ビ
番
組
『
レ
デ
ィ
ス
４
』
を
二

十
年
間
、
番
組
の
顔
と
し
て
大
活

躍
さ
れ
て
い
た
小
林
節
子
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
の
文
化
講
演
会

が
去
る
一
月
二
十
三
日（
火
）、
川

並
香
順
記
念
講
堂
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

業
の
傍
ら
、
ご
自
身
が
五
年
前
に

設
立
し
た
八
ヶ
岳
山
麓〝
リ
ン
グ

リ
ン
ク
ホ
ー
ル
〞に
て
コ
ン
サ
ー

ト
や
講
演
な
ど
の
活
動
を
続
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
卒
業
し
て
こ
れ
か

ら
社
会
に
巣
立
と
う
と
し
て
い

る
学
生
た
ち
に
向
け
、
幼
少
の
頃

母
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
や
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
多
く
の
人
と

平
成
十
八
年
度
文
部
科
学
省

「
現
代
Ｇ
Ｐ
」
に
採
択
さ
れ
た
総

合
文
化
学
科
の
就
職
支
援
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
人
間
力
を
養
成

す
る
ユ
ニ
ッ
ト
別
キ
ャ
リ
ア
教

育
―
社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立

し
た
女
性
の
育
成
―
」
の
本
年

度
締
め
括
り
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ

壁
新
聞
「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
」
完

成
作
品
の
発
表
会
お
よ
び
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
、
二
月
三
日

（
土
）に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
、

松
戸
市
役
所
・
松
戸
市
商
工
会
議

所
・
企
業
人
事
責
任
者
な
ど
来
賓

の
方
も
お
招
き
し
、
学
生
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
質

疑
・
応
答
、
投
票
、
表
彰
式
と
盛

大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

八
グ
ル
ー
プ
毎
に
行
わ
れ
た

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

各
グ
ル
ー
プ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に

工
夫
を
凝
ら
し
、
緊
張
し
な
が

ら
も
一
生
懸
命
な
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
何
よ
り
も
来
賓
の
方

の
質
問
に
対
し
て
、「
ご
質
問
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
答

え
し
ま
す
。」
と
大
変
礼
儀
正
し

く
、
そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
言
葉

で
答
え
て
い
た
姿
に
は
、
こ
の

一
年
間
で
の
成
長
を
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
の
発
表
に
益
々

期
待
を
抱
か
せ
る
内
容
で
し
た
。

ウ
ェ
ブ
壁
新
聞
「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
」

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

総
合
文
化
学
科

去る２月１１日（日）、「第３回英語教師のための
セミナー」が開催されました。
今回は「国際語としての英語の教育」という

テーマで、３本の発表がありました。まず、小川
直樹教授と笠原究講師（英米文化学科）による
「センター試験英語リスニングテストの分析と
対策」、次に吉島茂教授と津田満璃教授の「ヨー
ロッパの外国語教育―最近の動きをどう観る
か」、最後に島岡丘教授による「英語が使える日
本人のための発音指導の研究」でした。
島岡教授の発表は、文部科学省の科学研究費

補助による「萌芽研究」の最終報告であり、セ
ミナーではこれまでの３冊の小冊子のほかに、

今回は『現代英語の発音
辞典―発音のコツとクリ
ニック』（７０頁）が無料で配
布されました。
出席者約５０名のアンケー

トによると、特に好評だっ
たのは、センター・リスニ
ング問題分析と萌芽研究
の最終報告でした。新し

い英語教育改善の波が起こりつつあることが
感じられた有意義な会となりました。

の
出
会
い

の
中
で
得

た
こ
と
、

ま
た
ご
両

親
の
介
護

の
体
験
談

等
を
盛
り

込
み
な
が

ら
「
若
い
あ
な
た
達
に
今
伝
え
た

い
こ
と
〜
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
生
活

三
十
八
年
の
な
か
か
ら
…
〜
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
大
変
有

意
義
な
お
話
し
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
失
わ
れ
か
け
て
い
る
「
み
っ

と
も
な
い
」
と
い
う
言
葉
の
必
要

性
や
、
人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ

等
々
の
感
銘
深
い
内
容
に
学
生

た
ち
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
講
演

終
了
後
、
学
生
か
ら
盛
ん
に
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度

文
化
講
演
会

講
師

小
林

節
子
氏

学寮課本
校
の
通
信
教
育
部
は
多
様

な
学
科
と
、
豊
富
な
資
格
取
得

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
現
在
多
く
の

方
々
に
受
講
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

通
信
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
は

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で

も
」学
べ
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。

学
生
の
方
々
の
大
半
は
仕
事
を

持
っ
て
い
る
方
々
で
す
。
そ
う

い
っ
た
方
々
が
、
手
の
空
い
た

時
間
に
学
べ
る
、
ま
た
学
校
に

行
か
ず
と
も
自
宅
や
職
場
で
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
そ
し
て

大
学
・
短
期
大
学
は
入
学
試
験
が

無
く
、
大
学
入
学
資
格
が
あ
れ

ば
書
類
選
考
の
み
の
入
学
審
査
、

と
い
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
す
。

ま
た
入
学
時
期
も
四
月
、
十
月

と
年
二
回
あ
り
、
願
書
の
受
付

期
間
が
長
い
た
め
、
思
い
立
っ
た

と
き
に
す
ぐ
に
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
在
、
平
成
十
九
年

度
四
月
生
が
募
集
中
と
な
っ
て

お
り
、
す
で
に
多
く
の
み
な
さ
ん

に
ご
出
願
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
新
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、今
年
度
よ
り「
学
習
管
理
費
」

を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
今
ま
で
は
そ
の
都

度
発
生
し
て
い
た
諸
費
を
見
直

し
、
一
つ
の
定
額
料
金
に
す
る

こ
と
で
学
生
の
皆
さ
ん
の
利
便

性
向
上
を
図
り
、
か
つ
学
生
の

皆
さ
ん
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と

を
目
的
に
導
入
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
学
生
の
方
々

の
た
め
の
新
し
い
取
り
組
み
を

計
画
し
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
学
ん
で
い
た
だ
き
や
す
い
環

境
作
り
の
た
め
、
職
員
一
同
さ

ら
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

英語教師のための
セミナーが開かれる

学
長
先
生
へ

お
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。私
は
平
成
十
八
年
三
月
に

児
童
学
科
小
学
校
教
員
・
幼
稚

園
教
員
養
成
コ
ー
ス
を
卒
業
し

た
川
原
田
優
子
と
申
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
大
阪
府
教
員

採
用
試
験
に
合
格
し
、
現
在
大

阪
府
寝
屋
川
市
立
田
井
小
学
校

二
年
二
組
三
十
七
名
の
担
任
を

し
て
い
ま
す
。

二
月
五
日（
月
）に
聖
徳
大
学

か
ら
三
上
裕
三
先
生
、
土
屋
十

二
先
生
が
わ
ざ
わ
ざ
大
阪
ま
で

来
て
い
た
だ
き
、
私
の
小
学
校

を
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

三
上
先
生
に
は
、
授
業
を
観
て

い
た
だ
き
、
書
き
順
や
板
書
の

仕
方
な
ど
た
く
さ
ん
指
導
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

で
き
て
い
な
い
こ
と
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
貴
重
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
幼
い
頃
か
ら
の
夢
を
叶

え
る
た
め
に
聖
徳
大
学
に

入
学
し
、た
く
さ
ん
の
先
生

方
に
励
ま
さ
れ
相
談
に
の

っ
て
い
た
だ
い
た
か
ら
こ

そ
、
採
用
試
験
に
合
格
し
、

子
ど
も
た
ち
の
前
に
立
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
達
が〝
０
限
〞と
呼
ん

で
い
た
太
田
昌
秀
先
生
の

早
朝
補
習
の
お
か
げ
で
苦

手
だ
っ
た
マ
ッ
ト
運
動
が

子
ど
も
た
ち
の
前
で
自
信

を
持
っ
て
手
本
を
み
せ
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
岸
川
正
登
先
生
、

三
上
先
生
、
廣
嶋
憲
一
郎
先
生
、

土
屋
先
生
、
西
村
佐
二
先
生
、
宮

下
英
雄
先
生
に
は
特
講（
教
員

採
用
試
験
対
策
特
別
講
座
）で

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
論
作
文
指
導
や
面

接
練
習
な
ど
を
通
し
て
、
自
分

は
ど
ん
な
教
師
に
な
り
た
い
の

か
を
じ
っ
く
り
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

私
は
「
教
師
に
な
れ
る
な
ら
、

ど
こ
に
で
も
行
く
！
」と
い
う

気
持
ち
で
大
阪
府
の
教
員
採
用

試
験
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し

実
際
に
、
大
阪
府
の
採
用
が
決

ま
る
と
不
安
に
な
り
、
廣
嶋
先

生
に
相
談
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
先
生
は「
働
く
場
所

な
ん
て
関
係
な
い
。
ど
こ
に
行

っ
て
も
子
ど
も
の
た
め
に
働
く

事
に
は
変
わ
り
は
な
い
。」と
励

ま
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私

は
そ
の
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
今
、
馴
染
み
の
な
い
大
阪
で

教
員
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

教
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
、一
日

一
日
を
過
ご
す
こ
と
で
精
一
杯

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
学

生
時
代
は
、
子
ど
も
た
ち
に
し

て
あ
げ
た
い
事
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
今
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
し
て
あ
げ
ら
れ

た
事
は
あ
る
か
な
…
と
思
い
、

申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

私
の
ク
ラ
ス
に
は
、
不
登
校

な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
た
子

ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
上
手
に

対
応
が
で
き
ず
、
何
度
泣
い
た

こ
と
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も

そ
う
い
う
中
で
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
が「
先
生
の
こ
と
め
っ
ち
ゃ

す
き
や
で
〜
。」と
か「
学
校
楽

し
い
わ
〜
」と
言
っ
て
く
れ
た

時
、
嫌
な
事
や
悩
み
が
全
部
飛

ん
で
行
き
ま
す
。
教
師
と
い
う

仕
事
は
そ
の
九
割
が
大
変
な
こ

と
で
も
、
た
っ
た
一
割
の
子
ど

も
か
ら
の
温
か
な
一
言
で
元
気

に
な
れ
た
り
、「
よ
〜
し
！
頑
張

る
ぞ
〜
！
」と
い
う
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
る
素
敵
な
仕
事
だ

と
思
い
ま
す
。
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
微
力
な
が
ら
少
し

で
も
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
上
先
生
と
土
屋
先
生
と
駅

で
別
れ
る
と
き
、
と
て
も
淋
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
と
て
も
信
頼
し
身
近
な

先
生
だ
と
思
っ
て
る
か
ら
で
す
。

私
は
こ
の
よ
う
な
信
頼
で
き
る

た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
出
会
え

た
こ
と
に
感
謝
し
、
幸
せ
に
思

い
ま
す
。

ど
う
か
私
の
よ
う
に
教
員
に

な
り
た
い
と
思
い
聖
徳
大
学
に

入
学
し
て
く
る
後
輩
の
た
め
に

聖
徳
で
し
か
学
べ
な
い
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
か
ら
の
手
紙

平
成
十
七
年
度
に
本
学
児
童
学
科
を
卒
業
し
た
川
原
田
優
子

さ
ん
か
ら
、
川
並
弘
昭
学
長
先
生
宛
に
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

去
る
一
月
十
九
日（
金
）、
留

学
生
行
事
の
一
つ
で
あ
る
平
成

十
八
年
度
留
学
生
壮
行
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
大
学

院
六
名
、
学
部
四
名
の
合
計
十
名

の
修
了
・
卒
業
年
次
留
学
生
が
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
の
ひ

と
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
ま
た
こ

れ
か
ら
新
た
な
出
発
に
向
か
う

卒
業
年
次
の
留
学
生
を
激
励
す

る
た
め
に
、
国
際
交
流
委
員
会

の
先
生
方
や
担
任
の
先
生
方
、
在

校
留
学
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

先
生
方
か
ら
卒
業
年
次
生
へ

の
餞
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
の
ち
、

し
ば
し
歓
談
の
時
間
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
先
生
方
と
挨
拶
を
交

わ
す
留
学
生
や
こ
れ
ま
で
の
留

学
生
活
に
つ
い
て
学
生
同
士
が

語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
卒
業
年
次
生
一
人
ひ

と
り
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
楽

し
か
っ
た
思
い
出
、苦
労
し
た
話
、

在
校
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が

語
ら
れ
ま
し
た
。
異
文
化
で
生
活

す
る
留
学
生
な
ら
で
は
の
努
力

や
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
こ
こ

ま
で
来
ら
れ
た
達
成
感
を
涙
な

が
ら
に
語
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

卒
業
後
は
大
学
院
に
進
む
学

生
、
母
国
に
帰
り
就
職
す
る
学
生

と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
こ
こ
で
の

経
験
や
知
識
が
心
の
糧
と
な
り

更
な
る
躍
進
を
遂
げ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

外国語学科

卒
業
生
か
ら
の
手
紙

平
成
十
九
年
度
四
月
生
募
集
中

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

通
信
教
育
学
務
課

大
学（
児
童
、
社
会
福
祉
、
心
理
、
英

米
文
化
、
日
本
文
化
　
各
学
科
）

短
期
大
学
部（
保
育
科
）

願
書
受
付
期
間：

平
成
十
九
年
一
月

二
十
日（
土
）〜
五
月
十
日(

木
）
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体
育
科
実
技
発
表
会
を
、
二

月
三
日（
土
）に
本
校
第
一
体
育

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

発
表
会
当
日
は
、
二
百
五
十

人
を
越
え
る
来
賓
・
保
護
者
・
体

育
科
卒
業
生
の
皆
様
が
来
校

し
、
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

発
表
会
は
、『
水
球
』
専
攻
部

員
に
よ
る
発
表
か
ら
始
ま
り
、

実
技
発
表
会
と
し
て
は
初
め
て

と
な
る
実
演
で
は
な
く
、
映
像

に
よ
る
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
『
新
体
操
』
専
攻
で
は
、

部
員
全
員
に
よ
る
徒
手
体
操
・

個
人
種
目
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団

体
十
一
位
の
演
技
を
披
露
し
、

『
ダ
ン
ス
』
専
攻
部
員
の
発
表

は
、
ド
リ
ル
・
リ
リ
カ
ル
ダ
ン

ス
、
同
・
ソ
ロ
、
そ
し
て
モ
ダ
ン

ダ
ン
ス
で
『
朱
雀
（
す
ざ
く
）』

を
発
表
し
ま
し
た
。

学
年
発
表
は
、
四
年
生
が
数

年
ぶ
り
に
『
組
体
操
』、
五
年
生

の
扇
の
ダ
ン
ス
『
四
季
』、
六
年

生
の
三
年
間
の
思
い
を
込
め
た

創
作
ダ
ン
ス
の
『
花
』
で
し
た
。

こ
の
『
花
』
で
は
、
自
分
た
ち

で
デ
ザ
イ
ン
し
た
衣
装
を
纏

い
、
は
じ
ま
り
は
種
、
や
が
て

芽
を
出
し
、
沢
山
の
刺
激
を
受

け
な
が
ら
大
輪
の
花
を
咲
か
す

と
い
う
花
の
成
長
の
様
子
を
、

自
分
た
ち
の
三
年
間
の
夢
や
希

望
を
抱
き
な
が
ら
も
障
害
に
ぶ

つ
か
り
、
今
よ
う
や
く
達
成
感

や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
よ
う
に
な

っ
た
自
分
た
ち
の
成
長
に
重
ね

て
演
技
し
ま
し
た
。

発
表
会
の
最
後
は
、
体
育
科

生
全
員
に
よ
る
『
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ

ナ
ー
レ
』
を
ダ
ン
シ
ン
グ
ク
ィ
ー

ン
の
曲
に
あ
わ
せ
踊
り
ま
し
た
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

総
合
演
習

「
普
通
救
命
講
習
」

二
月
十
七
日（
土
）、
三
月
十

七
日（
土
）の
二
日
間
、
総
合
演

習
「
普
通
救
命
講
習
」
を
Ⅰ
部

一
年
生
（
Ⅱ
部
生
は
希
望
者
）を

対
象
に
行
い
ま
し
た
。

日
頃
、
急
病
人
や
け
が
人
の

処
置
を
す
る
芝
消
防
署
の
救

急
隊
の
方
々
を
講
師
と
し
て
、

心
肺
蘇
生
法
や
止
血
法
、
子
ど

も
へ
の
救
命
処
置
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）の
取
扱
い
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

と
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要

な
心
臓
の
状
態
を
判
断
し
、
心

臓
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
機
械
で
あ
り
、

普
通
救
命
講
習
で
は
必
ず
そ

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
説
明
の

実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

講
習
を
通
し
て
、「
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
は
か
な
り
体
力
が

い
る
し
、
意
外
と
難
し
い
」、

「
子
ど
も
の
応
急
処
置
に
つ
い

て
話
を
し
て
も
ら
っ
て
よ
か

っ
た
」
等
の
感
想
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
学

生
は
真
剣
に
講
師
の
話
を
聞

き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ

た
よ
う
で
す
。
人
と
接
す
る
こ

と
を
職
業
と
す
る
学
生
た
ち

に
と
っ
て
、
必
要
な
講
習
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
聖
徳
高
等

学
校
の
同
窓
会
で
あ
る
聖
朋

会
の
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会

が
、
平
成
十
九
年
二
月
十
日

（
土
）、
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
社

会
貢
献
セ
ン
タ
ー（
聖
徳
大
学

十
号
館
）十
二
階
ホ
ー
ル
「
ア

ポ
ロ
ン
・
セ
レ
ネ
」
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
卒
業
生
・
教
職
員
、

総
勢
九
十
名
と
大
勢
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、
学
園
関
係

者
が
出
席
す

る
中
、
記
念

祝
賀
会
は
盛

大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

聖
朋
会
会

長
の
古
橋
裕

美
さ
ん
の
挨

拶
を
は
じ
め
、

祝
賀
会
で
は
、

高
校
時
代
を

懐
か
し
む
声

が
聞
か
れ
、

卒
業
後
も
学

園
と
卒
業
生

と
の
つ
な
が

り
と
絆
を
感

じ
ら
れ
る
一

時
と
な
り
ま

し
た
。

第
二
十
一
回
体
育
科
実
技
発
表
会
が

大
成
功
！

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

第
二
十
回
学
生
研
究
発
表
会

二
月
二
十
二
日（
木
）、
山
梨

学
院
短
期
大
学
に
お
い
て
、
全

国
保
育
士
養
成
協
議
会
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
第
二
十
回
学
生

研
究
発
表
会
が
関
東
地
区
十
七

校
か
ら
三
十
四
グ
ル
ー
プ
が
参

集
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
の
代
表
は
、
一
月
二
十

一
日
に
開
催
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

研
究
発
表
会
か
ら
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
は
、
と
も
に
Ⅱ
部

三
年
生
か
ら
「
男
性
保
育
者
の

存
在
と
必
要
性
に
つ
い
て
」

（
担
当
教
員：

阿
部
仁
先
生
）、

「
子
ど
も
に
伝
え
た
い
長
心
太

の
絵
本
世
界
―
ナ
ン
セ
ン
ス
で

は
ア
リ
マ
シ
ェ
ン
カ
―
」（
担
当

教
員：

三
枝
千
代
子
先
生
）の
二

グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
広
い
会
場
で
の
発
表

と
な
り
、
聴
講
者
の
真
剣
な
眼

差
し
と
耳
を
傾
け
て
い
る
雰
囲

気
に
驚
き
緊
張
し
た
様
子
は
あ

り
ま
し
た
が
、
両
グ
ル
ー
プ
と

も
時
間
を
か
け
て
研
究
し
て
き

た
こ
と
を
力
い
っ
ぱ
い
発
表
し

て
い
ま
し
た
。

自
分
の
発
表
だ
け
で
な
く
、

他
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聴
く
こ

と
に
よ
り
、
更
に
勉
強
に
も
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
代
を
と

り
ま
く
社
会
問
題
が
数
多
く
あ

る
こ
と
も
認
識
で
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

卒
業
し
て
か
ら
も
研
究
心
や

探
究
心
を
持
ち
続
け
、
保
育
の

現
場
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

ス
キ
ー
部
は
中
学
生
一
名
、

高
校
生
六
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
ロ
ー
ラ

ー
ブ
レ
ー
ド
・
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー

を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
中
心
と
し
た

体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん

で
い
ま
す
。

去
る
一
月
、
長
野
県
で
行

わ
れ
た
千
葉
県
総
合
体
育
大

会
で
は
中
学
生
・
高
校
生
と
も

ア
ル
ペ
ン
競
技
の
個
人
種
目

で
優
勝
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
で
入
賞
し
、
高
校
生
は

二
年
連
続
で
総
合
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
遠
藤
み
な
み
さ
ん（
中
学

三
年
）
と
小
櫃
万
由
子
さ
ん

（
高
校
三
年
）は
ア
ル
ペ
ン
競

技
で
、
菅
野
れ
い
ら
さ
ん（
高

校
二
年
）
と
木
村
泉
心
さ
ん

（
高
校
一
年
）は
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
で
全
国
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

今
年
は
雪
不
足
で
、
大
会
前

の
練
習
も
例
年
の
よ
う
に
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
夏
場

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
か
、

当
初
の
目
標
が
達
成
さ
れ
ま

し
た
。
雪
が
降
ら
な
い
県
で
競

技
人
口
も
さ
ほ
ど
多
く
な
い

千
葉
で
す
が
、
今
年
の
全
国
中

学
ス
キ
ー
大
会
で
は
遠
藤
さ

ん
が
女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
で
四

十
九
位（
百
七
十
二
人
中
）に

入
る
な
ど
、
雪
国
の
生
徒
に
追

い
つ
け
追
い
こ
せ
を
合
言
葉

に
今
後
も
よ
り
上
位
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

出
場
出
場
スキー部

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
朋
会
の

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
！

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

附属中学校・高等学校

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
、

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
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附
属
浦
安
幼
稚
園

お
別
れ
遠
足

二
月
に
は
い
る
と
す
ぐ
に
節

分
の
日
が
来
ま
す
。
園
児
た
ち

も
、「
鬼
が
も
う
す
ぐ
来
る
ね
」

「
悪
い
鬼
は
退
治
し
な
く
ち
ゃ

ね
」
と
そ
わ
そ
わ
ド
キ
ド
キ
で

待
っ
て
い
ま
す
。

預
か
り
保
育
「
わ
く
わ
く
ら

ん
ど
」
で
も
豆
ま
き
を
行
い
ま

し
た
。

赤
鬼
・
青
鬼
に
扮
装
し
た
教
職

員
が
「
わ
く
わ
く
ら
ん
ど
」
の
部

屋
に
登
場
す
る
と
園
児
た
ち
も

驚
き
「
鬼
は
外
！
」
と
豆
を
ま
き

な
が
ら
慌
て
て
逃
げ
回
り
先
生

の
後
ろ
に
隠
れ
た
り
、
保
育
室

内
の
隠
れ
る
事
が
で
き
そ
う
な

と
こ
ろ
を
探
し
て
お
友
達
と
数

人
で
寄
り
添
っ
て
隠
れ
て
涙
ぐ

ん
だ
り
…
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
降
参
し
な
い
鬼
に

年
長
組
の
逞
し
さ
を
頼
り
に
隠

れ
て
泣
い
て
い
た
年
中
、
年
少

組
の
園
児
た
ち
も
「
鬼
は
外
」
と

大
き
な
声
を
出
し
て
豆
を
投
げ

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
鬼
を

降
参
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鬼

た
ち
と
握
手
を
し
た
り
記
念
撮

影
を
行
い
最
後
に
は
、
鬼
た
ち

に
笑
顔
で
手
を
振
り
さ
よ
う
な

ら
を
し
ま
し
た
が
「
ま
た
来
年
、

来
る
ね
」
の
鬼
の
一
言
に
驚
き

を
表
わ
す
園
児
も
い
ま
し
た
。

保
護
者
の
お
迎
え
の
姿
を
見

つ
け
る
と
泣
い
て
い
た
園
児
も

「
今
日
、
鬼
退
治
し
た
ん
だ
よ
！
」

と
笑
顔
で
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

き
っ
と
園
児
た
ち
の
心
の
中
に

も
勇
気
が
芽
生
え
、
弱
虫
鬼
さ

ん
は
強
い
心
と
な
り
成
長
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

三
田
幼
稚
園
で
は
毎
年
プ
ラ

ン
タ
ー
で
夏
野
菜
を
育
て
て
い

ま
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
で
出
来
た

ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
を
収
穫
し

て
食
べ
る
こ
と
で
、
園
児
た
ち

は
食
物
へ
の
興
味
を
持
つ
事
が

で
き
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
そ

の
夏
野
菜
の

収
穫
後
に
大

根
と
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
を
種

か
ら
育
て
ま

し
た
。
園
児
た

ち
は
芽
が
出

る
こ
と
を
心

待
ち
に
し
て
、

毎
日
「
ま
だ
か
な
？
」
と
目
を
向

け
、
芽
が
出
た
時
に
は
「
芽
が
出

た
よ
！
」
と
大
喜
び
し
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
で
間
引
き
を
し

て
少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
た
大

根
を
収
穫
し
、
自
分
た
ち
で
泥

を
洗
い
流
し
「
わ
ぁ
！
白
く
な

っ
た
」
と
驚
い
た
り
、
小
さ
く
切

っ
た
大
根
を
食
べ
て
「
美
味
し

い
ね
。
甘
い
よ
」
と
顔
を
見
合
わ

せ
て
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

育
て
る
こ
と
の
感
動
体
験
、

収
穫
の
喜
び
や
食
べ
ら
れ
る
こ

と
の
感
謝
の
気
持
ち
を
体
験
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
●

●

●

二
月
二
十
一
日（
水
）幼
稚
園

生
活
も
残
り
一
ヶ
月
。
前
日
は

雨
で
お
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
晴
天
に
恵
ま
れ
、
本
園
の

年
長
児
九
十
三
名
は
京
葉
線
で

新
浦
安
か
ら
葛
西
臨
海
公
園
で

下
車
し
駅
前
で
待
っ
て
い
た
は

と
バ
ス
に
乗
車
し
、
一
路
後
楽

園
遊
園
地
を
目
指
し
ま
し
た
。

本
園
の
園
児
た
ち
が
附
属
、

附
属
第
二
、
附
属
第
三
の
各
幼

稚
園
と
一
緒
に
後
楽
園
に
行
く

の
は
今
回
で
二
回
目
で
す
。

入
場
の
際
に
は
園
児
一
人
ひ

と
り
に
乗
り
物
に
乗
る
時
の
乗

車
券
と
な
る
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を

つ
け
ま
し
た
。
遊
園
地
に
着
い

た
時
に
は
園
児
た
ち
は
周
囲
を

み
ま
わ
し
、
何
に
乗
ろ
う
か
と

期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い

る
子
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
て

い
る
子
が
い
て
、
ま
た
個
々
の

子
ど
も
の
態
度
も
様
々
で
、
お

手
洗
い
に
い
っ
て
手
を
洗
う
時

も
バ
ス
の
中
で
つ
け
た
バ
ン
ド

が
ぬ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
る
姿
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

園
長
先
生
、
大
学
の
大
澤
先

生
、
事
務
長
先
生
と
一
緒
に
ク

ラ
ス
ご
と
の
写
真
を
撮
っ
た

後
、
幼
稚
園
で
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
や
事
務
の
方
と
様
々
な

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま

し
た
。

一
番
人
気
は
ス
カ
イ
フ
ラ
ワ

ー
、
ス
カ
イ
ト
リ
ッ
プ
。
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
は
い
つ
の
時
代
で

も
子
ど
も
た
ち
は
好
き
で
、
カ

ッ
プ
の
真
中
に
あ
る
ス
タ

ン
ド
型
を
し
た
ハ
ン
ド
ル

を
回
し
、回
転
を
早
く
し
た

り
右
左
に
ま
わ
し
て
感
覚

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

待
ち
に
ま
っ
た
昼
食
の
時

間
に
な
る
と
、お
母
さ
ん
に

作
っ
て
頂
い
た
手
づ
く
り

お
弁
当
を
広
げ
笑
顔
で
ほ

お
ば
り
な
が
ら
〝
僕
、
七
つ

乗
っ
た
よ
〞〝
私
お
弁
当
食

べ
た
ら
、
び
っ
き
り
ハ
ウ
ス

と
わ
ん
ぱ
く
ハ
ウ
ス
に
の
る

ん
だ
〞
と
話
し
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い
出
を
胸

に
バ
ス
に
乗
り
、
幼
稚
園
ま
で

帰
り
解
散
し
ま
し
た
。

今
日
一
日
園
児
た
ち
の
喜
々

と
し
た
姿
を
み
て
、
残
り
少
な

い
日
々
を
聖
徳
の
心〝
和
〞を
大

事
に
教
え
育
て
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

附
属
小
学
校
通
信
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
児
童

の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
本

校
で
は
、
大
学
・
児
童
学
科
講
師

の
家
近
早
苗
先
生
に
本
校
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
務
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
は
家
近
先

生
に
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

四
月
に
、
附
属
小
学
校
児
童

の
元
気
な
歌
声
に
迎
え
ら
れ

て
、
も
う
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
最
初
は
、「
誰
の

お
母
さ
ん
？
」
と
聞
か
れ
る
こ

と
が
多
く
、
苦
笑
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
そ

う
い
う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し

た
。カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、
常

に
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

「
子
ど
も
の
未
来
を
信
じ
、
子
ど

も
が
元
気
に
生
き
生
き
と
毎
日

を
過
ご
す
姿
を
思
い
描
く
こ
と
。

そ
れ
を
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
自
分

が
、
維
持
し
続
け
る
こ
と
。」
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
と
て
も
強

い
精
神
が
必
要
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
半
を
そ
の
事
に
費
や
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
一
年
、
私
は
こ
う
思
い

続
け
な
が
ら
、
先
生
方
や
お
子

さ
ん
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
確
実
に

成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

見
な
が
ら
、「
や
っ
ぱ
り
子
ど
も

っ
て
す
ご
い
。
私
も
頑
張
ら
な

く
ち
ゃ
。」
と
思
う
場
面
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
一
つ
大
き
く
な
っ
て
い

く
児
童
と
一
緒
に
、
私
自
身
も

成
長
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
月
八
日(

木)

、
松
戸
警
察

署
生
活
安
全
課
の
方
を
講
師
に

招
い
て
、
不
審
者
へ
の
対
応
に

関
す
る
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
事

件
か
ら
五
年
以
上
が
た
っ
た
今
、

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
改
め
て

気
持
ち
を
引
き
締
め
直
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

講
義
の
中
で
は
、
不
審
者
に

教
師
が
椅
子
な
ど
の
物
を
持

っ
て
応
戦
し
た
場
合
、
そ
の
教

室
へ
の
侵
入
を
あ
き
ら
め
た

事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
万

一
の
場
合
、
私
達
教
師
は
、
手

近
な
物
を
盾
に
し
て
、
不
審
者

を
児
童
に
近
付
け
な
い
よ
う

精
一
杯
努
め
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
不
審
者
を

撃
退
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
ま

ず
は
時
間
を
か
せ
ぎ
、
速
や
か

に
他
の
先
生
に
、
非
常
事
態
を

伝
え
る
こ
と
が
重
要
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
実
技

指
導
で
は
、「
さ
す
ま
た
」
の

効
果
的
な
使
い
方
や
、
護
身
術

を
学
び
ま
し
た
。

今
後
は
、
非
常
事
態
に
備
え

た
役
割
分
担
を
さ
ら
に
整
え
る

と
と
も
に
、
侵
入
を
許

さ
な
い
雰
囲
気
を
学
校

全
体
で
保
ち
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と

は
、
事
件
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
で
す
。
池
田
小

の
事
件
を
風
化
さ
せ
ず

に
緊
張
感
を
持
ち
続
け

る
こ
と
で
、
本
校
児
童

の
安
全
確
保
に
結
び
付

け
て
い
き
ま
す
。

二
月
三
日（
土
）

の
「
わ
く
わ
く
タ

イ
ム
」
は
、
三
年

生
が
楽
し
み
に
し

て
い
た
シ
ョ
ー
ト

テ
ニ
ス
教
室
で
し

た
。体

育
館
に
入
る

と
テ
ニ
ス
協
会
の

コ
ー
チ
が
九
人
も

い
て
、
児
童
は
み

ん
な
び
っ
く
り
で

す
。
準
備
体
操
が

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

て
い
て
、
音
楽
の

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
踊
る
運
動
で
し
た
。
前
奏
と

同
時
に
舞
台
に
登
場
し
た
の

は
、
担
任
の
先
生
た
ち
。
は
り

き
っ
て
踊
っ
た
の
で
、
児
童
か

ら
は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

体
も
気
持
ち
も
楽
し
く
ほ
ぐ
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
で

準
備
は
ば
っ
ち
り
で
す
。

い
よ
い
よ
テ
ニ
ス
体
験
。
短

い
ラ
ケ
ッ
ト
と
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
、
と
て
も
簡
単
な

テ
ニ
ス
で
す
が
、
初
め
て
の
人

に
と
っ
て
は
ド
キ
ド
キ
で
す
。

コ
ー
チ
に
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方

か
ら
や
さ
し
く
教
え
て
も
ら

い
、
何
球
も
何
球
も
打
ち
ま
し

た
。
し
だ
い
に
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ

ト
が
出
る
よ
う
に
な
る
と
、
笑

顔
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
試
合
を
し
ま
し
た
。
ダ
ブ
ル

ス
形
式
で
二
ポ
イ
ン
ト
勝
負
。

ど
ん
ど
ん
交
代
し
な
が
ら
チ
ー

ム
の
合
計
得
点
で
競
い
ま
す
。

な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん

が
、
試
合
の
緊
張
し
た
雰
囲
気

も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

回
の
ね
ら
い
は
、「
テ
ニ
ス

の
楽
し
さ
を
味
わ
う
」「
ク
ラ
ス

の
枠
を
超
え
て
友
達
の
輪
を
広

げ
る
」
こ
と
で
し
た
。
コ
ー
チ

の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
ね

ら
い
は
十
分
達
成
で
き
ま
し

た
。
児
童
の
心
と
体
を
健
や
か

に
育
て
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

「
わ
く
わ
く
」
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

緊
張
感
を

持
ち
続
け
よ
う

防
犯
研
修

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

カウンセラーとしての
1年を振り返って
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預
か
り
保
育
「
わ
く
わ
く

ら
ん
ど
」で
も
豆
ま
き

三
田
幼
稚
園

三
田
菜
園
の
収
穫

わくわくショートテニス教室
（三年生）
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入
園
式
・
進
級
式
は
、
新
入
園

児
に
と
っ
て
初
め
て
の
集
団
生

活
で
、保
護
者
の
方
と
離
れ
ら
れ

ず
泣
い
た
り
、椅
子
に
座
ら
ず
に

歩
き
回
っ
た
り
、一
つ
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
に
な
っ
た
進
級
児
は

喜
び
と
期
待
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
、

園
長
先
生
や
お
客
様
の
お
話
を

静
か
に
聞
き
、返
事
を
し
た
り
、

お
じ
ぎ
を
し
た
り
し
て
合
同
で

式
が
行
わ
れ
ま
す
。

園
児
た
ち
が
知
っ
て
い
る
歌

や
手
遊
び
が
始
ま
る
と
、
新
入
園

児
は
泣
き
な
が
ら
も
教
師
や
進

級
児
の
ま
ね
を
し
て
一
緒
に
歌

っ
て
み
た
り
、
手
を
動
か
し
た
り

す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
中

に
は
進
ん
で
手
遊
び
や
歌
に

参
加
し
た
り
、
あ
ち
こ
ち
動

い
た
り
す
る
元
気
な
姿
も
見

ら
れ
ま
す
。

一
方
進
級
児
は
、新
し
い
ク

ラ
ス
の
先
生
や
友
達
と
一
緒

に
き
ち
ん
と
し
た
姿
勢
で
楽

し
く
参
加
し
て
い
る
様
子
が

見
ら
れ
、ま
さ
し
く
一
年
な
い

し
二
年
の
集
団
生
活
の
経
験

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
る

場
面
で
す
。

園
児
も
保
護
者
の
方
も
、新

し
い
ス
タ
ー
ト
に
期
待
と
不

安
で
い
っ
ぱ
い
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
私
達
教
師
は
、
ま
ず

は
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
見

て
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
、
一
日

も
早
く
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

き
た
い
と
、
こ
の
式
を
通
し
て
毎

去
る
二
月
四
日（
日
）、
川
並

香
順
記
念
講
堂
に
お
い
て
〝
た
の

し
み
ま
シ
ョ
ー
〞
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
年
間
の
保
育
の
総
ま
と

め
で
あ
る
表
現
発
表
は
、
園
児

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
家

族
の
方
に
も
楽
し
ん
で
頂
く
シ

ョ
ー
と
し
て
構
成
し
て
い
ま
す
。

年
度
当
初
よ
り
園

児
た
ち
の
発
達
に
合

わ
せ
て
一
年
間
の
指

導
計
画
を
立
て
、
無

理
の
な
い
よ
う
に
日

頃
の
保
育
に
組
み
入

れ
経
験
で
き
る
よ
う

に
配
慮
し
て
き
ま
し

た
。当

日
は
、
園
長
先

生
、
学
園
長
先
生
、
来

賓
の
先
生
方
の
挨
拶

後
、
い
よ
い
よ
園
児

た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
聖
徳
大
学
吹

奏
楽
部
の
演
奏
で
全

園
児
に
よ
る
「
幼
稚

園
々
歌
」
と
共
に
幕

が
上
が
る
と
、
会
場

か
ら
大
き
な
歓
声
と

拍
手
が
わ
き
起
こ
り

ま
し
た
。「
バ
ス
ご
っ

こ
」「
子
ど
も
の
世
界
」

と
歌
は
続
き
、
保
育

科
の
柳
澤
邦
子
先
生

に
継
続
的
に
歌
唱
指

導
し
て
頂
い
た
成
果

を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

各
学
年
の
リ
ズ
ム

あ
そ
び
で
は
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
役
割
を

理
解
し
、
友
達
と
一

緒
に
楽
し
く
踊
る
姿

に
大
き
な
成
長
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
〝
た

の
し
み
ま
シ
ョ
ー
〞
を
通
し
て
、

他
ク
ラ
ス
の
先
生
や
友
達
と
の

交
流
が
一
層
深
ま
っ
た
と
同
時

に
、
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
、
自
分
の
役
割
を
最

後
ま
で
果
た
す
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
多
く
の
事
を
園
児
た
ち
は

学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
進
級
進

学
を
間
近
に
控
え
、
こ
の
貴
重

な
体
験
を
今
後
の
自
信
に
つ
な

げ
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
一
層

成
長
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
お
に
は
ー
そ
と
、
ふ
く
は
ー

う
ち
！
」
大
き
な
声
が
聞
こ
え

ま
す
。
第
三
幼
稚
園
で
も
心
の

中
の
鬼
を
追
い
払
っ
て
、
福
の

神
様
を
呼
び
込
も
う
と
、
節
分

を
翌
日
に
控
え
た
二
月
二
日

（
金
）、
全
員
で
『
ま
め
ま
き
会
』

を
行
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
園
児
た

ち
の
制
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
、

鬼
を
退
治
す
る
為
の
『
豆
』
が
入

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
か
少
し

強
気
な
様
子
も
見
ら
れ
ま
す
。

会
が
始
ま
り
、
心
の
中
の
ど
ん

な
鬼
を
退
治
す
る
か
を
聞
い
て

み
る
と
「
な
き
む
し
鬼
」「
ふ
ざ

け
ん
ぼ
鬼
」「
お
し
ゃ
べ
り
鬼
」

「
い
じ
わ
る
鬼
」
…
と
目
を
ら
ん

ら
ん
と
輝
か
せ
て
ど
ん
ど
ん
で

て
き
ま
す
。

太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
く
と
鬼

の
登
場
で
す
。
一
斉
に
立
ち
上

が
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
豆
を
投
げ

て
鬼
退
治
で
す
。
し
ば

ら
く
し
て
鬼
が
逃
げ

て
い
く
と
途
中
で
涙

が
出
て
い
た
園
児
も

大
喜
び
で
す
。
大
き
な

声
で『
ま
め
ま
き
の
歌
』

を
歌
っ
て
会
は
終
わ

り
ま
し
た
。

保
育
室
に
戻
っ
て

か
ら
も
豆
ま
き
を
し

て
も
ら
い
、
年
の
数
だ

け
『
福
豆
』
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
福
の
神

様
が
お
な
か
の
中
に

入
っ
て
く
る
」
と
は
し

ゃ
ぎ
な
が
ら
食
べ
て

い
ま
し
た
。
も
う
「
な

き
む
し
鬼
」
も
「
い
じ

わ
る
鬼
」
も
ど
こ
に
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

春
の
訪
れ
の
よ
う
な
暖
か
い

日
差
し
の
中
、
み
ん
な
仲
良
く

元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

親
子
一
緒
の

楽
し
い
親
睦
会

多
摩
中
央
幼
稚
園

毎
年
入
園
、
進
級
式
で
は
、
目

を
輝
か
せ
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
こ
と
が
始
ま
る
の
か
な
と
期

待
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
園

児
、
そ
の
反
対
に
大
勢
の
中
で

お
母
さ
ん
と
離
れ
不
安
で
胸
を

い
た
め
て
い
る
園
児
と
様
々
な

園
児
た
ち
を
迎
え
ま
す
。

私
達
教
職
員
も
園
児
た
ち
と

同
様
に
期
待
と
不
安
を
い
だ
き

な
が
ら
新
年
度
を
迎
え
ま
す
。

園
児
、
保
護
者
そ
し
て
教
職
員
の

三
者
が
新
し
い
心
の
つ
な
が
り

を
持
て
る
の
が
、
新
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
て
二
週
間
後
位
に
行
わ

れ
る
「
親
子
親
睦
会
」
で
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
自
分
の

手
元
か
ら
離
れ
た
子
ど
も
が
一

体
ど
の
様
に
先
生
に
関
わ
る
こ

と
が
出
来
て
い
る
の
か
、
ま
わ
り

の
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
を
取

り
の
ぞ
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
一
方
で
園
児
た
ち
に
と
っ

て
は
、
幼
稚
園
に
入
っ
て
覚
え
た

歌
や
手
あ
そ
び
を
保
護
者
の

方
々
に
見
て
い
た
だ
く
と
い
う

喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る

楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

会
で
は
、
自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
や

リ
ズ
ム
あ
そ
び
を
準
備
し
、
園
児

が
新
し
い
友
達
と
、
ま
た
そ
の
お

母
さ
ん
と
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
き

っ
か
け
作
り
を
す
る
な
ど
、
こ
れ

か
ら
一
年
間
親
し
く
交

流
が
持
て
る
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
中
に
は
親

と
し
て
は
じ
め
て
の
社

会
に
入
り
、
こ
の
親
睦
会

を
通
し
て
母
親
同
士
の

か
か
わ
り
の
第
一
歩
と

な
っ
て
い
る
方
々
も
沢

山
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
で

す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
、
緊
張
感
で
一
杯
で

あ
っ
た
幼
稚
園
も
お
母

さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
出
来
た
こ
の
時

間
を
通
し
て
幼
稚
園
に
対
す
る

不
安
感
が
少
し
ず
つ
取
り
の
ぞ

か
れ
て
い
き
、
本
格
的
な
幼
稚
園

生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
様
に
思
い
ま

す
。
こ
の
様
に
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
展
開
さ
れ
る
「
親
子

親
睦
会
」
は
四
月
当
初
の
そ
れ

ぞ
れ
が
か
か
わ
り
を
深
め
る
為

の
重
要
な
意
味
を
持
つ
行
事
と

し
て
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

附
属
幼
稚
園

誕
生
祝
会

年
思
い
ま
す
。こ
の
、入
園
式
、進

級
式
が
園
児
た
ち
に
と
っ
て
素

敵
な
ス
タ
ー
ト
の
日
と
な
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

去
る
二
月
十
六
日（
金
）、
二

月
生
ま
れ
の
誕
生
祝
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
待
ち
に
待
っ
て
い

た
誕
生
児
は
ホ
ー
ル
の
後
方
の

扉
か
ら
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
入
場

し
、
担
任
の
先
生
か
ら
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
元
気
に
返
事
を
し
、

嬉
し
そ
う
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
歯

ブ
ラ
シ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
き

ま
し
た
。

こ
の
後
、
短
大
部
保
育
科

岸

田
眞
弓
先
生
と
児
童
学
科
安
広

美
智
子
先
生
に
よ
る
外
国
の
踊

り
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
曲
目
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
曲

「
羊
飼
い
の
マ
ズ
ル
カ
」、
二
曲

目
に
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
の
中
か
ら
マ
ズ
ル
カ
を
一

曲
踊
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ャ
ツ
に
ス
ラ
ッ
ク
ス
姿
、
男

性
役
の
岸
田
先
生
、
水
色
と
白

の
ド
レ
ス
姿
、
女
性
役
の
安
広

先
生
が
登
場
す
る
と
園
児
た
ち

は
舞
台
に
釘
付
け
に
な
り
ま
し

た
。
と
て
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
楽
し

く
優
雅
な
踊
り
に
、
二
月
十
一

日（
日
）に
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー

を
終
え
自
分
た
ち
で

も
踊
り
を
踊
っ
た
経

験
か
ら
興
味
関
心
も

高
ま
っ
て
い
た
為

か
、
曲
に
合
わ
せ
て

体
が
自
然
に
動
き
だ

し
、
マ
ズ
ル
カ
の
リ

ズ
ム
を
手
で
捉
え
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
踊
り

が
終
わ
る
と
「
ブ
ラ

ボ
ー
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
、
園
児
た
ち

の
感
性
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー

ル
に
「
コ
ロ
ブ
チ
カ
」

も
踊
っ
て
い
た
だ

き
、
園
児
た
ち
に
と
っ
て
心
に

残
る
誕
生
祝
会
と
な
り
ま
し
た
。

毎
月
行
わ
れ
る
誕
生
祝
会
で

す
が
、
園
児
に
と
っ
て
楽
し
く

思
い
出
に
な
る
よ
う
に
今
後
も

工
夫
し
な
が
ら
企
画
、
検
討
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

附
属
第
三
幼
稚
園

ま
め
ま
き
会

表
現
あ
そ
び

「
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
」

附
属
第
二
幼
稚
園

入
園
式
・進級

式
の
一
日

八
王
子
中
央
幼
稚
園
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聖徳学園「入門コンサート」①・②
羽田健太郎 ピアノコンサート
新入生歓迎オルガンコンサート①・②
第３８回　聖徳学園「文楽鑑賞会」
ウィーン少年合唱団
ポーランド国立放送交響楽団
オー・ソレ・ミオ
第３４回　聖徳学園「能楽鑑賞会」
第２４回　聖徳学園「歌舞伎鑑賞会」
イタリア・スポレート歌劇場「セビリャの理髪師」
京劇西遊記―火 山―
童謡と唱歌を歌おう！
バーデン市立劇場オペラ「椿姫」
第２８回　聖徳学園「落語鑑賞会」
聖徳オペラ ｢魔笛」
スロヴァキア・フィルハーモニー管弦楽団
鬼太鼓座
チェコ国立ブルノ・フィルハーモニー管弦楽団
パリ・ギャルド・レピュブリケーヌ吹奏楽団
キエフ・バレエ
レニングラード国立歌劇場管弦楽団
ブロードウェイ・ミュージカル・カンパニー
スウィングル・シンガーズクリスマスコンサート
第２４回　聖徳学園「第九の夕べ」
ウィンナー・ワルツ・オーケストラ～宮殿祝賀コンサート～
ソフィア国立オペレッタ劇場
卒業生送別オルガンコンサート①・②
山本正人記念第２４回　聖徳学園「吹奏楽の夕べ」
ヨハン・シュトラウス・アンサンブル ニューイヤーコンサート２００８
レニングラード国立バレエ①「白鳥の湖」
レニングラード国立バレエ②「白鳥の湖」

平成19年度シリーズコンサート
月／日　　　　　 時間　　　　　　　　　演　 目

（
前
期
）

（
後
期
）

平成19年度SOA公開講座は、“家族”を年間テーマに、特設講座、キッチンスタジオ、教育・
心理、文学、生活・環境、社会・福祉、情報・ビジネス、芸術・文化、健康・スポーツ、語学の10ジャ
ンルにわたり、年間3期で約400講座を企画してまいります。第Ⅰ期は、4月上旬より順次開講
となりますが、145講座という多彩なラインアップをご用意いたしております。
昨年度は、延べ5,000人を超える皆様に受講いただきましたが、今後も受講者の方々の生

涯学習が素敵な実を結ぶことを願い、その学びをお手伝いさせていただきます。
皆様のお問い合わせ、お申込み、講座へのお越しを心よりお待ち申し上げております。
講 座 名 第 Ⅰ 期 S O A 開 講 予 定 講 座 （ 抜 粋 ） 講 師 名

・保護者の授業見学
保育科第1部・保育科第2部の1時限目～7時限目（全授業）
前期　5月1日（火）～7月6日（金）
後期　10月1日（月）～1月18日（金）
※詳細につきましては、4月中旬にご案内を送付いたします。

・評議員会 5月19日（土）
9月8日（土）
2月23日（土）

・後援会総会・支部総会 5月27日（日）
・支部会の日 9月15日（土）

・学級懇談会 5月12日（土）
3月3日（月）

■父母の会総会
・附属幼稚園 4月14日（土）
・附属第二幼稚園 4月13日（金）
・附属第三幼稚園 4月11日（水）
・附属浦安幼稚園 4月17日（火）
■父親参観
・附属幼稚園 5月19日（土）
・附属第二幼稚園 5月20日（日）
・附属第三幼稚園 5月26日（土）
・附属浦安幼稚園 6月2日（土）
■4園保育参観（1学期）
・年長組 4月19日（木）
・年中組 4月20日（金）
・年少組 4月21日（土）
■保育参観（2学期）
・附属幼稚園 11月16日（金）
・附属第二幼稚園 11月20日（火）
・附属第三幼稚園 10月30日（火）
・附属浦安幼稚園 11月27日（火）
■保育参観（3学期）
・附属幼稚園 2月21日（木）
・附属第二幼稚園 2月22日（金）
・附属第三幼稚園 2月13日（水）
・附属浦安幼稚園 2月20日（水）

■父母の会総会

・三田幼稚園 4月20日（金）
・八王子中央幼稚園 4月19日（木）
・多摩中央幼稚園 4月18日（水）

■保育参観・試食会（1学期）

・三田幼稚園 5月17日（木）・18日（金）
・八王子中央幼稚園 6月5日（火）・7日（木）
・多摩中央幼稚園 5月15日（火）・16日（水）

■父親参観

・三田幼稚園 6月3日（日）
・八王子中央幼稚園 5月20日（日）
・多摩中央幼稚園 6月10日（日）

■保育参観（2学期）

・三田幼稚園 11月17日（土）
・八王子中央幼稚園 11月9日（金）
・多摩中央幼稚園 11月15日（木）・16日（金）

■保育参観（3学期）

・三田幼稚園 2月27日（水）
・八王子中央幼稚園 2月29日（金）
・多摩中央幼稚園 2月18日（月）・19日（火）

専門学校

附属小学校

三田3園附属4園

附属中高

聖徳中高

大学･短期大学部

（H19.3.23現在）
予定表

H20年

平成19年度 第Ⅰ期 SOA 公開講座のご案内平成19年度シリーズコンサート 平成19年度 第Ⅰ期 SOA 公開講座のご案内

●大作曲家とその家族
●家族法の今日的問題
●病気にならないために病気を知ろうPart５
●音楽への誘（いざな）い
●高校生向け特別英語講座「がんばれ、英語好きの高校生！」
●やさしい料理教室
●世界の家庭料理あれこれ ―鷲淑子の世界―（欧風料理編）
●常識をうたがう－社会学で現代社会を読み解こう
●謡曲を読む
●江戸城の世界 ―「中奥」を中心に―
●お金を貯めるから増やすへ ―株式や投資信託の取引のしくみ
●ソーシャルワーク入門 ―福祉的コミュニケーション力と対話力を学ぶ―
●編集工房 ―雑誌を作りませんか
●手づくり絵本
●礼法入門コース
●レクリエーションダンスで健康づくり
●陳式健康太極拳

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・山本まり子

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・甲斐　　聡

・・・・・・・・・・・・・・人間栄養学科教員・千葉西総合病院

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・水垣　玲子

・・・・・・・・・・・・・外国語学科教員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・桂・今井・上野

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鷲　　淑子

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・山田　　等

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安野　眞幸

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・福留　真紀

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・笹嶋　　明

・・・・・・・・・・・・q橋　克典

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・茂木　和行

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小泉　　卓

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・q橋　菱雪

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・天野　　勤

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小川　直樹

平成19年度 SOAオープニングセレモニー
●日時：平成19年4月21日（土）13時～16時30分
●会場：聖徳大学生涯学習社会貢献センター（聖徳大学10号館、松戸駅東口下車徒歩1分）
●内容：1）公開講演　テーマ“温かい家族を育む～ユーモアの効用～”

講師／上智大学名誉教授アルフォンス・デーケン先生
2）ミニコンサート 出演／聖徳大学人文学部音楽文化学科教員
3）体験模擬授業（先着各15人）フラワーアレンジメント、フラワーデザイン、韓国語入門

●定員：200人　　●参加費：無料
※お問い合わせ・お申込みは、お電話（047-365-3601）または生涯学習課窓口（10号館1階）までお願いいたします。

平成19年度保護者会・後援会 開催日程平成19年度保護者会・後援会 開催日程 ―ぜひご参加ください―（3月23日現在）

・評議員会 5月1日（火）・12日（土）・26日（土）
9月1日（土）・29日（土）
10月20日（土）
2月16日（土）

・後援会総会 5月12日（土）
・保護者会 7月19日（木）

12月19日（水）
3月15日（土）

・5月19日（土） 定期総会 聖徳大学

・6月17日（日） 北海道支部総会
札幌グランドホテル

・9月2日（日） 静岡県支部総会
三島グランドホテル

・9月9日（日） 新潟地区支部総会
ホテルニューオータニ長岡

・9月30日（日） 東北（北）支部総会
盛岡・ホテルニューカリーナ

・10月7日（日） 甲信地区支部総会
長野・ホテル国際21

・10月20日（土） 東北（南）支部総会
郡山・ビューホテルアネックス

・11月4日（日） 九州・沖縄地区支部総会
ホテル日航那覇グランドキャッスル

・11月18日（日） 北関東支部総会
さいたま新都心・ラフレさいたま

・11月23日（金・祝）千葉県支部総会
聖徳大学

・11月25日（日） 茨城県支部総会
土浦･ホテルCANKOH

・12月9日（日） 東京地区支部総会
聖徳大学

東京から約1時間50分、北に浅間山、南に蓼
科山を望む緑豊かな長野県の春日温泉にかす
が荘はあります。
これからの季節は周囲の桜や、つつじも見頃
を迎え、秋の紅葉のシーズンと並び、一年で最
も美しい時季です。
皆様のご利用を心よりお待ちしております。

温泉で湯ったり♪ 信州春日温泉 かすが荘（長野県佐久市春日2258-1）
新宿から高速バスで約2時間15分、富士五湖の中で
最も富士山に近い山中湖湖畔に山中湖荘はあります。
新緑の季節を迎え、周辺では自然を感じながらの

各種スポーツのイベントも行われます。
皆様のご利用を心よりお待ちしております。

新緑であふれる湖へ 聖徳学園 山中湖荘（山梨県南都留郡山中湖村平野506）

聖徳学園には在校生はもちろん、ご家族や卒業生の皆さまも気軽に、リーズナブルな料金でご利用いただける宿泊施設がございます。
新しい友人や懐かしい旧友、毎日を共に過ごす友人やご家族の皆さまとの親睦を深める場として、どうぞご利用ください！

スポニチ山中湖ロードレース　５月２７日（日）
富士・山中湖ぐるりんウォーク　６月２日（土）―３日（日）

・近隣のイベント情報

ご予約は現地フロント係が承ります。お気軽にお問合せください！かすが荘：0267-52-2111 山中湖荘：0555-62-3111 各施設の詳細等はwebでご覧いただけます。どうぞご覧ください！
http://www.seitoku.jp/gakuen/house/


